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企 画 展 平成29年4月15日（土）～6月4日（日）

日本民藝館所蔵 生誕130年 バーナード・リーチ展

　長くデフォルメされた耳と、こちら
を斜めに見やる眼差しが印象的な兎
の姿。味わい深い色合いの皿の上で飛
び出さんばかりに駆ける兎は、生命が
もつ伸びやかな力をユーモラスかつ
親密感たっぷりに文様化したもので、
皿の作者のなかにある自然への愛情
を感じさせるものとなっています。
　この魅力的な陶器《楽

らくやきかけうさぎ

焼駆兎文皿》
（＝本紙表紙）をつくったのは、英国
人のバーナード・リーチ（1887年～
1979年）。陶磁器をはじめ銅版画や素
描などを制作した20世紀英国を代表
する芸術家です。香港で生まれたリ
ーチは３歳まで日本で過ごし、10歳
になると母国での教育を受けるため
アジアを離れ英国に渡ります。まず
厳格なカトリックの学校教育を受け、
その後入学したスレイド美術学校で
は画家のヘンリー・トンクスのもと
で素描を、ロンドン美術学校では同
じく画家のフランク・ブラングウィ
ンから銅版画を学びました。美術と
同時に文学にも傾倒していたリーチ
は、なかでも小

こいずみやくも

泉八雲の影響を受け、
日本への関心を強く抱く多感な青年
へと成長したのです。そしてロンド
ン美術学校時代の高

たかむら

村光
こう

太
た

郎
ろう

との出
会いが、日本文化への憧れをさらに
強くさせたのでした。
　1909年、念願の再来日を果たしたリ
ーチは、東京で開いた銅版画教室を
きっかけに若い作家たちと交流を深

めるなか、偶然参加した楽焼の絵付
け体験から「やきもの」の世界に興
味を抱いて六世尾

お

形
がた

乾
けんざん

山の門を叩き、
以後、陶芸の道に入っていきます。冒
頭で紹介した兎文の楽焼の皿は1919
年に焼かれたもので、1920年に英国に
戻るまでのリーチ初期の代表作のひ
とつです。

　リーチの作風は、得意の線描を生か
した絵付けを施しつつ、李朝陶磁器
の造形と風合いを範とした、渋い色
調と用に即した簡素な形態を特徴と
するもので、今なお世界中の工芸フ
ァンに愛されています。その生涯に
おいては、富

とみ

本
もと

憲
けん

吉
きち

や濱
はま

田
だ

庄
しょう

司
じ

、河
かわ

井
い

寬
かん

次
じ

郎
ろう

らの陶芸家と深く交流しま
したが、なかでも、最も強く影響を
与え合ったと言われるのが思想家の
柳
やなぎそうえつ

宗悦です。彼との交友を通じて民
藝運動にも深く参画したリーチは、日
本各地の窯場を訪ねて技術指導をし、
自らも作陶しています。山陰につい
ては、鳥取県では牛

うし

ノ戸
と

窯で、島根
県では布

ふ じ な

志名の舩
ふな

木
き

窯や出雲の出
しゅっさい

西
窯などで指導を行っています。
　2017年はバーナード・リーチ生誕
130年の記念すべき年に当たります。
本展は、柳が創設した日本民藝館が所
蔵する、リーチの最初期から晩年まで
の陶磁器を主軸に、銅版画・素描・木
工の優品約200点を一堂に展観し、ま

た初公開とな
るリーチと柳
の往復書簡も
併せ、リーチ
の芸術活動を
広く紹介する
ものです。会
期中に行う関連プログラムもおすす
めです。スペシャルギャラリートーク

「リーチ作品の魅力を語る　～その思
い出とともに」では、生前のリーチと
親交のあったクラフト館岩井窯主宰
の陶芸家・山

やまもとのりゆき

本教行さんを講師に迎
え、リーチとの出会いなどについてお
話を伺い、その作品の技法的特徴や
魅力について解説していただきます。
さらに、1953年に行われたリーチと河
井寬次郎、濱田庄司、柳宗悦の４人に
よる座談会を記録したＳＰレコード
音源をもとに制作された映像の上映
会も行います。４人が語り合う音声
記録は他に見つかっておらず大変貴
重です。東洋と西洋の文化の融合 ─
東と西の結婚 ─ という理想を掲げた
リーチが、日本の思想家や陶芸家た
ちとどのような対話をしていたのか
を知る機会としても楽しんでいただ
きたいと思います。
※関連プログラムの詳細は８ページをご覧
　ください。

（美術振興課　三
み

浦
うら

　努
つとむ

）
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【掲載作品】
作者は全てバーナード・リーチ、所蔵先は
全て日本民藝館
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企 画 展 平成29年7月15日（土）～8月27日（日）

つばさの博覧会 －巨大翼竜からペンギンまで－

　空を飛ぶ能力を得ることは、その動
物にとって文字通り大きな飛躍をもた
らします。これによって敵から逃れ、
餌を探し、新天地に移動する能力がは
るかに向上するのです。その一方、飛
翔には大きなエネルギーとたくさんの
工夫が必要であり、地球の歴史上、こ
れをなし得たのは昆虫、翼竜、鳥、コ
ウモリの4グループだけです。
　本展覧会では、これらの動物にみら
れる「つばさ」の特徴や体の構造に見
られる「空を飛ぶための工夫」に注目
します。ここでは、その中から翼竜と
鳥にスポットを当てて紹介しましょう。

指のつばさ：翼竜類
　翼竜は、中

ちゅうせいだいさんじょうき

生代三畳紀後期から白
はく

亜
あ

紀
き

末（約２億2500万～ 6600万年前）に
かけて生息した、空飛ぶ爬虫類です。
脊椎動物としては最初に空を飛んだグ
ループで、中には“史上最大の飛翔動物”
と言われるケツァルコアトルスも含み
ます（図１）。
　翼竜のつばさは、前肢の薬指（第４指）
が非常に長くのび、そこに皮膜を張っ
た「指のつばさ」と呼べる構造をして
います（図２）。なんとつばさの約半分

は、巨大化した指１本で支えていること
になります。
　これまでに世界各地から100種類以
上の化石が見つかっていて、それぞれ
興味深い特徴があります。例えば、ま
ばらな鋭い歯をもつもの（魚食？）や、
頑丈で平らな歯をもつもの（硬い貝を
割って食べた？）、櫛のような細く多数
の歯をもつもの（水中の微小な餌を濾
しとって食べた？）などが知られてい
ます。展示では、貴重な実物化石とと
もに、こういった彼らのくらしぶりに
ついても紹介していきたいと思います。

腕のつばさ：鳥類
　私たちの身近にもいる鳥類は、中生
代ジュラ紀（約１億5000万年前）、恐竜
類の１グループから進化しました。
　鳥のつばさは、前肢全体に「風

かざ

切
きり

羽
ばね

」
など多数の羽毛が備わることによって
つくられた「腕のつばさ」です（図３）。

「風切羽」や「小
しょうよくう

翼羽」など様々な羽毛
を駆使して複雑な空気の流れをコント
ロールすることで、鳥類は高度な飛翔
技術を獲得し、現在に至るまで地球の
空を支配しています。
　体には空を飛ぶための様々な工夫が

見られます。例えば胸骨には「竜
りゅう

骨
こつ

突
とっ

起
き

」という張り出しがあり、そこに分
厚い「大

だいきょうきん

胸筋」がつくことで力強い羽
ばたきを可能にしています。これらは
それぞれ、焼き鳥でおなじみの「ナン
コツ」「ムネ肉」に相当します。
　鳥の飛翔を支える羽毛は、他にも様々
な役割を果たします。例えば、美しい
色彩や奇妙な形で「飾る」（図４）、逆
に保護色となって「隠れる」、はたまた

「保温」「滑り止め」「消音」「防水」「虫
を捕らえる時の補助」等々、じつにバ
ラエティに富んでいます。そして私た
ち人間も、そんな羽毛の有用性にいち
早く気づき、温かい羽毛布団など様々
な恩恵にあずかっています。

　今でも私たちのまわりでは、鳥をは
じめ、昆虫やコウモリたちが当たり前
のように空を飛んでいます。しかしそ
の背景には、様々な進化の妙

みょう

が込めら
れているのです。この展示を通して、
空を飛ぶ動物たちの不思議さと魅力を
楽しんでいただけたらと思います。

（学芸課　一
いちさわ

澤　圭
けい

）

図１ 巨大翼竜ケツァルコアトルス生体復元模型
　　（所蔵：北九州市立自然史・歴史博物館）

　　 つばさを広げた長さは約10m
図２ 翼竜プテラノドンの前肢実物化石
　　（所蔵：栃木県立博物館）
　　 下側半分が薬指（第４指）
図３ キジの風切羽つき骨格標本
　　（所蔵：我孫子市鳥の博物館）
図４ 飾り羽が見事なオウギバト剥製
　　（所蔵：群馬県立自然史博物館）

図１

図３ 図４図２

薬指（第４指）
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シリーズ「学校と博物館をつなぐ」⑧

　私事で恐縮ですが、中学校理科教諭から博物館に普及
担当として異動となり８年が経過しました。それまでは
日々の授業と部活動に追われ、校外学習で博物館に行く
ようなことは数年に１回あればよい方で、ましてや資料
を借りて授業ができるなんて心の片隅にもありませんで
した。こうした状況は、現在の先生方も同じなのかも知
れません。
　博物館に異動となった当時は、業務内容はとても新鮮
だったのですが、担当職員が私一人だけであったことも
あり、次から次に舞い込む仕事に手探りで立ち向かう
日々でした。その反面、気づくことも多くありました。
それは、博物館には鳥取県に関連した授業で活用できる
資料が数多くあるということ。そして、それらの資料に
纏わる専門的な知識を持った学芸員がいるということで
した。博物館は、資料と学芸員の知識が一体となって機
能していることをあらためて知ったのです。教員出身で
ある私は、このような機能を持つ博物館の存在を学校に
伝え、活用してもらうようにしなくてはならないと考え
ました。
　逆に学校から見た博物館はどのような施設なのでしょ
うか。知り合いの教員からは「敷居が高い」とか、「実
際に行ってみると面白いが、忙しくてそんな時間はない」
と言われてしまいます。確かに教員時代の自分自身を振
り返ってみても、忙しくてそれどころではなかったと振
り返ります。しかしながら、どうにか時間のやりくりを
つけて校外学習で博物館に来館していただき、教科書に
出てくる実物の資料を見たときの子どもたちの目の輝き
を先生方にも見てもらいたいと思うのです。
　学校と博物館とが一体となって子どもたちの学びに向
けて何ができるかを考えたとき、博物館には収蔵資料や
学芸員といった学びの資源があります。これらの資源を
活かした取り組みとして、2014年から先生方の夏休み中
の研修として「教員のための博物館の日」を開催してい

ますし、教育利用目的であれば一般向けに開催される全
ての講座の見学を可能にしています。その他にも、以下
について利用いただくことができます。

　先生方からの利用の申込を心よりお待ちしておりま
す。授業に関して何か困りごとがあれば、お気軽に博物
館までご連絡ください。専門の学芸員が誠意を持って対
応いたします。そこで、先生方と学芸員との繋がりがで
きればこれほどうれしいことはありません。そのような
関係を先生方につくっていただきたいと願いながら、連
携の取り組みを推進しています。（学芸課　田

た

中
なか

　博
ひろあき

昭）

鳥取県立博物館　学校連携担当：0857（26）8044

学校教育と博物館 ～ 博物館で何ができる？ ～

｢

教
員
の
た
め
の
博
物
館
の
日｣

講
演
会

学校が博物館でできること
・見学（校外学習）※下見を含む
・館内授業（講義・ワークショップ）
・ホームページ：教科書に出てくる博物館資料
・授業に関する相談

博物館が学校でできること
・学芸員派遣（チームティーチングを含む）
・資料や教材の貸出
・出前展示「博物館がやってくる」（自然部門・人文部門）

学芸員による展示解説（館内授業）

学校＆地域でアート「アーティストの世界にふれてみよう」出前授業
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変わらない標本・変わる価値観
－鳥取砂丘から消えたハラビロハンミョウから考える－

コ ラ ム

消えたハンミョウ
　博物館にはさまざまなモノが保存さ
れています。そんな中に、鳥取県内の
野外では見られなくなった、すなわち
絶滅した生きものの標本もあります。
　写真１はハラビロハンミョウという
昆虫です。ハンミョウというと全身が
赤・青・緑に輝く種類がよく知られて
いますが、ハンミョウ類の多くは地味
な色彩です。このハラビロハンミョウ
は砂浜などに生息する種類で、鳥取県
内では近年、鳥取砂丘と小沢見で確認
されていました。しかし、1997年の鳥
取砂丘での確認を最後に絶滅したと考
えられています。ハラビロハンミョウ
が見られたのは“オアシス”と呼ばれ
る水たまり周辺です。この辺りは国の
天然記念物で、国立公園特別保護地区
でもあります（写真２）。自然が守ら
れているはずの場所で、なぜハラビロ
ハンミョウは姿を消したのでしょう。

消えた原因は何？
　生きものが生き続けるためには、幼
い世代の生活環境が守られていること
が重要です。昆虫の場合、成虫には翅

はね

がありエサを探して移動できますし、
敵から逃げることもできます。しかし、

幼虫は翅がないまま生きていかなけれ
ばなりません。ハンミョウ類の幼虫
は、地面に縦穴の巣を作って潜

ひそ

み、そ
の上を通りかかる小動物を捕獲してい
ます。巣穴が維持され、小動物が生息
するためには、草がまばらに生えた砂
浜であり続ける必要があります。
　ハラビロハンミョウが姿を消した
1997年前後、鳥取砂丘では毎年、トラ
クター等による機械除草と手作業によ
る除草が行われていました（写真２）。
除草と絶滅に関係があったのでしょう
か？　確かなことは分かりませんが、
鳥取砂丘には他にもカワラハンミョウ
やイソコモリグモなどの希少な海浜性
動物が植物の生えている周辺に生息し
ているので、除草が与える影響を考え
る必要がありそうです。鳥取大学地域
学部の調査によると、現在エリザハン
ミョウという種類が鳥取砂丘ではオア
シス周辺にしか巣を作っておらず、個
体数も安心できる数ではないため、ハ
ラビロハンミョウに続いて絶滅するか
もしれないと心配されています。

標本から学ぶ
　鳥取砂丘の今の姿は、戦後の「砂丘
緑化論争」をはじめ、数々の議論を繰

り返してきた結果です。植林をした時
代、砂防林を伐採した時代、そして現
在は除草範囲が広げられ、何千人とい
うボランティアも参加して人力除草が
続けられています。時代とともに砂
丘に対する価値観は変化してきたので
す。これからの鳥取砂丘はどういう姿
であるべきか、その価値観を作るのは
今を生きる私たちです。
　鳥取県で絶滅した生きものは他にも
あり、博物館にはその標本が保存され
ています（写真３）。標本は変わらな
いまま次世代へ受け継がれていきま
す。それは博物館の使命です。一方で、
私たちは、その標本から何かを感じと
り、過去と今と未来を繋ぐため、私た
ちのあり方を考え続けていかないとい
けないのです。　　　　　

（学芸課　川
かわかみ

上　靖
やすし

）

写真 3：オオウラギンヒョウモン裏（大山桝水原 1960.7.7）
／環境省：絶滅危惧Ⅰ類、鳥取県：絶滅／1960年代
までは大山などの草原に生息していた。

写真１：ハラビロハンミョウ（鳥取市 1983.5.5）／環
境省：絶滅危惧Ⅱ類、鳥取県：絶滅危惧Ⅰ類

写真２：鳥取砂丘のトラクターによる除草作業（2001.8.20）／撮影：清末幸久
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資 料 介紹

コ ラ ム

　今年の干支にちなみ、生態系のなかで鳥類の頂点に君
臨する鷹に関する資料を紹介します。左の写真は、江戸
時代前期の鳥取平野全体を描いた最も古い絵図ですが、
単に平野を描くことが目的だったのではありません。実
は藩主が鷹狩りをする範囲（鷹場）を示すために作成
したものでした。写真では小さいのでわかりませんが、
絵図を細部まで見ると平野を取り囲むように、小さな
杭の絵が40か所以上も描かれています。この杭は、狩猟
のための鉄砲使用を禁止している境界を示すために設
置されたものでした。
　江戸時代の鷹狩りは、誰でも自由に出来たわけでは
なく、基本的には大名に限られました。鳥取藩では二
代藩主池

いけ

田
だ

綱
つなきよ

清や、十代池
いけ

田
だ

慶
よしゆき

行が民情視察、軍事訓練、
遊
ゆうきょう

興を兼ねて、鷹狩りを愛好しました。そのため絵図
に描かれた鷹場では、狩猟場としての環境を維持する
ため、鉄砲使用の禁止以外にも様々な制約が課せられ
ました。

（学芸課　来
くる

見
み だ

田　博
ひろ

基
き

）御留場絵図（鳥取県立博物館蔵）

　神楽を含む民俗芸能は「郷土色を持
ち、信仰と結びついて伝統的に行われ
てきた」もので、その地域の決められ
た場所で行われることに意味があると
されてきました。
　他方、誰でも気軽に鑑賞できる、民
俗芸能大会という催しがあります。ま
た、鳥取県西部や島根県のショッピン
グセンターでは、この地域で人気のあ
る神楽がお正月の催事として上演され
ます。私はかねてから、そうした催し
ものにはない本来の信仰に基づいた民
俗芸能を見てもらうことができないか
と考えていました。
　当館の平成28年度の企画展「大

だい

◎
荒
こう

神
じん

展
てん

」は、会場を大山寺・圓
えんりゅういん

流院を
会場として開催しましたが、会期中の
関連行事として、荒神神楽を鑑賞する

「見学会『まるごと荒神神楽』」を企画
しました。
　期日は11月３日、文化の日。場所は
大山の西

さいみょういん

明院谷にある三宝荒神社跡で
す。出演は、比

ひ ば

婆荒神神楽社、下
さ が り か や

蚊屋
荒神神楽保存会明

みょうじんじゃ

神社、鳥取荒神神楽
研究会神楽団の３団体で、演目も神

しん

事
じ

舞
まい

に始まり、神
しんのう

能「八
や

重
え

垣
がき

」・「国
くに

譲
ゆず

り」
を含む、およそ６時間の長丁場でした。
　国立公園内でしたが土地所有者の御
理解をいただき、事前に所定の手続
き（特別地域内工作物及び広告物申請）
を取って臨みました。
　当日は肌寒かったものの晴天に恵ま
れ、トレッキングの方や登山客も足
を止めて見入っておられ200人を越す
方々に神楽を楽しんでいただきまし
た。中には、防寒装備を整えてお弁当

を持参し、最初から最後までいてくだ
さった方もいらっしゃいました。
　最後に反省をひとつ。「機材や荷物
を持ち込むのに人力に頼る以外ないの
でくたびれた。もう少し便利なところ
でやってください。」参加者、そして
関係者からもこう言われたのでした。

（学芸課　福
ふくしろ

代　宏
ひろし

）

仮設舞台上での「下蚊屋荒神神楽（八重垣）」

 「比婆荒神神楽（国譲り）」をみる観客

大
だい

山
せん

･ 三
さん

宝
ぽう

荒
こう

神
じん

社
じゃ

跡での荒
こう

神
じん

神
かぐ

楽
ら

鳥取藩の鷹
たか

場
ば

を描いた絵図
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コ ラ ム コ ラ ム

屏風レプリカで鑑賞授業

旅する展覧会 〜「日本におけるキュビスム―ピカソ・インパクト」〜

　写真は、当館所蔵の土
ひじかた

方稲
とうれい

嶺（1741-
1807年）作《鶴に帰

き

雁
がん

図
ず

屏
びょうぶ

風》の実物
大レプリカの制作風景です。「屏風の
大きさと立体感ができるだけ伝わるか
たちで鑑賞授業をしたい。」という中
学校の先生からの依頼を受け制作する
こととなりました。六曲一双のこの作
品の、左隻には雁の群れが、右隻には
そちらを振り向くように見つめる鶴が
水を隔てて描かれています。どちらも
高さ162㎝・幅367㎝のとても大きな屏
風です。凹凸をつけて置いた時に、よ
り効果的に見えるもの、描かれたもの
からたくさんのストーリーが生まれる
ものという視点で選択しました。
　その大きさから考えても当館のスタ
ッフだけでは作業が困難なこと、制作

過程で360度可動する屏風
の紙蝶番の仕組みを追体験
できることなどから、先生
方との共同作業の時間も設
定しました。二枚の板に和
紙の蝶番を互い違いに貼り
付けながら、「この仕組み
を応用したからくりおもち
ゃの授業もできるかも」と
教材開発に繋がるアイデア
も出てきました。
　授業は屏風を持ち運び開くところか
ら始めよう、教室には畳を敷こうとア
イデアは尽きません。急遽手作りした、
画像もやや荒い屏風ではありますが、
デジタル画像では伝わらない大きさと
奥行きに、子どもたちがどう反応する

のかとても楽しみです。今後も様々な
かたちで当館コレクションに関心を持
っていただくとともに、楽しく有意義
な連携を続けたいと思っています。み
なさまからのリクエストをお待ちして
います。

（美術振興課　佐
さ

藤
とう

　真
ま な

菜）

　昨年の10月、鳥取県立博物館でオー
プンした「日本におけるキュビスム―
ピカソ・インパクト」は昨年の11月か
ら１月にかけて埼玉県立美術館、２月
から３月にかけて高知県立美術館とい
う日本各地、三会場をめぐりました。
この展覧会は三年くらい前から準備を
始め、開催館についても当初はさらに
数館の巡回を予定していました。巡回
館が決まってからも三館の学芸員がの
べ15回にわたって会議を開いて、展覧
会のテーマ、出品作品や展示の構成に
ついて話し合いました。私としてもこ
れほどじっくり準備を重ねた展覧会は
珍しく、大きな感慨とともに開幕を迎
えました。半年にわたる長い会期の展
覧会でもあるため、会場を限定された

作品も多く、特にピ
カソの借用には苦労
しました。この結果、
会場が違えば、別の
展示を訪れたような
印象を受けることに
なります。
　会場の広さや構造
は巡回館ごとに異な
りますし、展示可能
なピカソの作品も会
場ごとに異なります。担当学芸員はパ
ズルを解くかのように、あらかじめそ
の会場に最適な配置を考え、場合によ
ってはその場で変更を加えます。この
ようなライヴ感が私にとって展示の最
大の楽しみです。今回は輸送や講演の

ためにほかの二会場も訪れました。そ
れぞれの会場で学芸員の苦労を想像
し、時に趣を一新した作品に出会うこ
とは刺激的な体験でした。

（副館長兼美術振興課長　尾
お

崎
さき

 信
しんいちろう

一郎）

「日本におけるキュビスム―ピカソ・インパクト」は平成 28 年 10 月１日から 11 月 13 日まで本館で開催され、その後、埼玉県立
近代美術館、高知県立美術館を巡回しました。

※ 屏風レプリカ貸し出します。　申込：美術振興課（０８５７-２６- ８０４５）

和紙の蝶番を貼り付けた板に屏風の画像を貼り付けていく様子

鳥取展会場風景
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■JR鳥取駅からバスで
●      100円バス「くる梨」緑コース 「⑪仁風閣・県立博物館」下車すぐ
●      ループ麒麟獅子「②鳥取城跡」下車すぐ
● m004約、車下」町西「 行面方露賀・山湖・丘砂      
●      市内回り岩倉・中河原方面行「わらべ館前」下車、約600m
■JR鳥取駅からタクシーで…約10分
■ m004約、車下」町西「 スバ絡連行駅取鳥…鳥取砂丘コナン空港から
■お車で…鳥取自動車道・鳥取ICより約15分
　※当館駐車場21台駐車可能・満車の場合は県庁北側駐車場[無料]へ

A
B
C
D

■入 館 料：常設展／一般180（150）円
　　　　　　（　）内は20名様以上の団体料金
■開館時間：9時～17時（入館は16時30分まで）
　　　　　 19時（入館は18時30分）まで開館する場合

あり。詳細はお問い合わせください。
■休 館 日：毎週月曜日（祝日の場合は翌平日が休館日）
　　　　 　国民の祝日の翌日（土、日、祝日の場合を除く）
　　　　 　年末年始（12月29日～1月3日）
※具体的な休館日等は、ホームページでご確認ください。

■自然部門　■歴史・民俗部門　■美術部門（毎週土曜はアートの日！）
幼児（親子）参加OK　　申申込受付　

★申込み・問合せ：学芸課（0857-26-8044）・美術振興課（0857-26-8045）

鳥取県立博物館ニュース

教員の方で、学校教育への活用のための見学をご希望の方はご相談ください。

平成29年（2017年）3月29日発行
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★申込み・問合せ：学芸課（0857-26-8044）・美術振興課（0857-26-8045）

鳥取県立博物館ニュース

教員の方で、学校教育への活用のための見学をご希望の方はご相談ください。
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No.23

2017

4
APR.

《よりみちアート&ちょこっとシアター》 
上映作品「はらぺこあおむし他」（約33分）

■４月１日（土）13：00〜16：30（※毎時00分に再生）／講堂、休憩スペース
■幼児〜一般／定員なし／無料

《歴史講座》
建武政権・初期南朝の軍事体制と名和長年

■４月８日（土）10：00〜12：00／会議室
■一般／ 20名／無料
　※鳥取地域史研究会との共催

《アートシアター》
上映作品「プライスコレクションDVD ①」（約60分）

■４月８日（土）①11：00〜12：00、②14：00〜15：00／講堂
■高校生〜一般／定員なし／無料

《スペシャルギャラリートーク》 
リーチ作品の魅力を語る〜その思い出とともに 
講師：山本教行（陶芸家・クラフト館岩井窯主宰）

■４月15日（土）14：00〜15：00／講堂・展示室
■高校生〜一般／250名／観覧料

《特別講演会》 
バーナードリーチの生涯と芸術 
講師：鈴木禎宏（美術史家・お茶の水女子大学准教授）

■４月22日（土）14：00〜15：30／講堂
■高校生〜一般／ 250名／無料

《ギャラリートーク》 
生誕130年 バーナード・リーチ展

■４月29日（土）14：00〜15：00／展示室
■高校生〜一般／定員なし／観覧料

2017

5
MAY.

貴重なSPレコード音源と映像で楽しむ 
「Leach、河井寬次郎、濱田庄司、柳宗悦司会・座談会」 
（日本民藝館制作、約23分）

■５月６日（土）①11：00〜11：40、
　②14：00〜14：40、③15：00〜15：40／講堂
■高校生〜一般／ 250名／無料

《歴史講座》 
古戦場・山城・荘園を歩く―岩井庄と道竹城―

■５月７日（日）10：00〜15：00／岩美町周辺
■一般／20名／無料
　申４月20日（木）〜、電話のみ

《ワークショップ》 
落書きばんざい !

■５月13日（土）10：00〜12：00、13：00〜15：00
　（12：00〜13：00は休止）／博物館玄関前
■幼児〜一般／定員なし／無料

《天体観望会》 
春の星を見る会 
講師：多賀利寛（鳥取天文協会）

■５月13日（土）、予備日14日（日）19：00〜21：00 ／前庭
■幼児〜一般（中学生以下は保護者同伴）／定員なし／無料

《野外観察会》 
鳥取県生物学会員と歩く「生物観察会」

■５月14日（日）10：30〜14：30／樗谿公園〜太閤ヶ平（鳥取市）
■一般／ 30名（先着順）／無料
　申4月27日（木）〜、電話のみ【ただし、生物学会会員は申込不要】
　※鳥取県生物学会との共催

《歴史講座》 
縄文土器形クッキー“ドッキー”をつくろう

■５月19日（金）・20日（土）９：30〜12：00 ／会場未定
■幼児〜一般／各回10名／無料 ※両日とも同じ内容
　申５月４日（木・祝）／〜電話のみ

《ギャラリートーク》 
生誕130年 バーナード・リーチ展

■５月20日（土）14：00〜15：00／展示室
■高校生〜一般／定員なし／観覧料

《野外観察会》 
兵庫古生物研究会とのコラボ企画 !

「化石をさがせ !」

■５月21日（日）10：00〜13：00／若桜町舂米
■小学校高学年〜一般／ 15名（先着順）／無料
　申５月４日（木・祝）〜、電話のみ
　※兵庫古生物研究会との共催

貴重なSPレコード音源と映像で楽しむ 
「Leach、河井寬次郎、濱田庄司、柳宗悦司会・座談会」 
（日本民藝館制作、約23分）

■５月27日（土）①11：00〜11：40、
　②14：00〜14：40、③15：00〜15：40／講堂
■高校生〜一般／250名／無料

2017

6
JUN.

《ギャラリートーク》 
生誕130年 バーナード・リーチ展

■６月３日（土）14：00〜15：00／展示室
■高校生〜一般／定員なし／観覧料

《歴史講座》 
鳥取漆器・佐治漆の産業と流通の変遷

■６月10日（土）10：00〜12：00／講堂
■一般／20名／無料

《ワークショップ》 ■６月10日（土）詳細未定
　申５月26日（金）〜、電話のみ

《アートシアター》　２週連続上映 
バンクシー・ダズ・ニューヨーク 

（2014／アメリカ／81分）
■６月17日（土）･24日（土）14：00〜15：30 ／講堂
■高校生〜一般／250名／無料

2017

7
JUL.

《ワークショップ》 
アトリエ探訪 & ワークショップ in 琴浦（仮）
講師：池山晃広（ジュエリーデザイナー）

■７月１日（土）時間未定／池山さんアトリエ（琴浦町）
■高校生〜一般／詳細未定
　申６月16日（金）〜／電話のみ

《歴史講座》 
三朝温泉鉄道敷設計画（仮）

■７月８日（土）10：00〜12：00／会議室
■一般／20名／無料
　※鳥取地域史研究会との共催

《アートシアター》 
偉大なるオブセッション 
フランク・ロイド・ライト　建築と日本

（2005／日本／130分）

■７月８日（土）14：00〜16：20／講堂
■高校生〜一般／100名／無料

《スペシャルワークショップ》 ■７月15日（土）詳細未定
《ギャラリートーク》 
投げ込めカラダ！アートをタイカン（仮）

■７月22日（土）14：00〜15：00／展示室
■高校生〜一般／定員なし／観覧料
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JUL.

《自然講座》 
顕微鏡で楽しむミクロの世界

■７月22日（土）①10：00〜12：00、②14：00〜16：00／会議室
■小学生〜一般／各15名（先着順）／無料
　申７月６日（木）〜、電話のみ

《歴史講座》 
一日まるごと日本刀
午前：刀剣講座、午後：小刀作り

■７月23日（日）10：00〜15：00／会議室
■小学生〜一般／ 20名／無料
　申７月６日（木）〜、電話のみ

《ワークショップ》 ■７月29日（土）詳細未定
《天体観望会》 

夏の星を見る会 
講師：多賀利寛（鳥取天文協会）

■７月29日（土）、予備日30日（日）19：00〜21：00／前庭
■幼児〜一般（中学生以下は保護者同伴）／定員なし／無料

《歴史講座》 
縄文土器をつくろう

■７月30日（日）9：30〜12：00／会議室
■小学4〜6年生とその保護者／ 20名／無料
　申７月13日（木）〜、電話のみ

《野外観察会》 
川原の石をしらべよう !

■７月30日（日）10：00〜15：00 ／和奈見橋（用瀬町）周辺の川原
■幼児〜一般／20名（先着順）／無料
　申７月13日（木）〜、電話のみ

《自然講座》 
さわってみよう ! 鳥のホネ

■８月５日（土）14：00〜16：00／会議室
■小学生〜一般／20名（先着順）／無料
　申７月20日（木）〜、電話のみ

2017
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AUG.

《ワークショップ》 
泥でアート !

■８月５日（土）14：00〜16：00／地下バックヤード
■幼児〜一般／20組（先着順）／無料
　申７月21日（金）〜、電話のみ

《サイエンスレクチャー》
遺跡の鳥のサイエンス〜鳥取市・青谷上寺地
遺跡の骨からペルー・ナスカの地上絵まで〜 
講師：江田真毅（北海道大学総合博物館）

■８月６日（日）14：00〜16：00／講堂
■小学生〜一般／250名／無料

《歴史講座》 
近世鳥取城下町のごみ問題について

■８月12日（土）10：00〜12：00／会議室
■一般／20名／無料
　※鳥取地域史研究会との共催

《ワークショップ》　 
素材祭り2017

■８月12日（土）13：00〜16：00／会議室
■幼児〜一般／定員なし（材料がなくなり次第終了）／無料

《歴史講座》 
巻物を作ろう（仮）

■８月13日（日）14：00〜15：30／会議室
■小学生／20名（保護者含む）／無料
　申７月27日（木）〜、電話のみ

《自然講座》 
標本しらべ相談室

■８月19日（土）10：00〜17：00／会議室
■小学生〜一般／定員なし／無料

《アートシアター》
ユーリー・ノルシュテイン監督特集上映

「アニメーションの神様、その美しき世界」
（全6作品、合計80分）

■８月19日（土）14：00〜15：30 ／講堂
■幼児〜一般／250名／無料

《ワークショップ》 
“浮かぶつばさ”をつくろう !

■８月20日（日）①10：00〜12：00、②14：00〜16：00／会議室
■小学生〜一般／各回20名／無料
　申８月３日（木）〜、電話のみ
　※日本宇宙フォーラムとの共催

《民俗講座》 
鳥取県の民話を聞く会

■８月20日（日）14：00〜15：00 ／歴史・民俗展示室復元民家コーナー
■小学生〜一般／約40名／常設展示入館料

《歴史講座》 
戦時下、倉吉周辺の軍需工場について

■８月20日（日）14：00〜15：30／倉吉交流プラザ
■一般／60名／無料

《アートシアター》　2週連続上映 
LISTEN リッスン（2016／日本／58分）

■８月26日（土）･ ９月２日（土）14：00〜15：05 ／講堂
■高校生〜一般／250名／無料
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SEP.

《アートセミナー》　 
美術館とコレクション（仮）

■９月９日（土）14：00〜15：30／会議室
■高校生〜一般／40名／無料

《ワークショップ》 
粘土でアート !

■９月16日（土）10：00〜12：00、13：00〜15：00／ホール、立体展示スペース
■幼児〜一般／定員なし／無料

《サイエンスレクチャー》 
宇宙と深海とすごい生き物たち ～「はやぶさ」を
見た！深海へ行ってきた！鳥取で大発見した！～ 
講師 : 山根一眞（ジャーナリスト）

■９月16日（土）14：00〜16：00／講堂
■小学生〜一般／250名／無料

《アートシアター》 
アイリス・アプフェル94歳のニューヨーカー 

（2014／アメリカ／80分）
■９月23日（土・祝）14：00〜15：30／講堂
■高校生〜一般／250名／無料

《ワークショップ》 
カメラをもってまちあるき

■９月30日（土）詳細未定
　申９月15日（金）〜、電話のみ

イベント案内：前期（4～9月）

※特に記載のないものは申込不要です。※講座によっては材料費などが必要な場合があります。　詳しくはホームページなどでご確認ください。※小学生以下は保護者同伴でご参加ください。
※託児サービス・手話通訳・要約筆記にも対応いたします。希望される場合は３週間前までにご連絡ください。

美術部門の詳細については、｢毎週土曜はアートの日！ ｣のリーフレットをご参照ください。


